動機
　現代では、音楽がインターネット上でも手に入るようになり、コンサートやライブも数多く行われ、誰でも気軽に音楽を楽しめるようになった。また、中学校や高校において、吹奏楽や合唱活動が重要視され、非常に意欲的に音楽演奏活動が行われていると言える。
　しかし、学校ではこれだけ音楽演奏活動が行われ、気軽に音楽を楽しめる社会になっているにもかかわらず、演奏を通して音楽と関わり続けている人は少ない。
　これには、演奏活動をしたくても、時間的・経済的にできないという理由もあるだろう。しかし、本当にそれだけなのだろうか。現在の学校での音楽活動が、卒業後の活動継続を動機づける役割を十分に果たしていない面もあるのではないか。そうだとすれば、音楽の演奏活動を継続するか、あるいはそこから離脱するかを分ける要因を探る必要があると考えた。この要因を明らかにすることができれば、卒業後の音楽活動の継続意欲を高めるために音楽教育は何をすべきかについて重要な示唆を得られるだろう。
目的

そこで、ピアノ・吹奏楽などの音楽演奏活動に焦点をあて、活動を継続あるいは離脱する意欲と関わる心理的要因の探索と，それらの関係を示す心理的モデルを探ることを目的とし、本研究に取り組んだ。
方法

本研究は、動機づけに関する心理学的理論を援用した。中でも、自己決定理論と達成目標理論に基づく、質問紙調査を行った。
　動機づけ研究と教育との関連では，内発的－外発的動機づけという枠組みから多くの研究が行われてきた。そして，この2つの動機づけは，二分されるものとして捉えられることが多かった。それらに対し，自己決定理論では，その2つを自己決定性という観点から一次元上の両極として捉え，連続性を持つものと規定している。つまり，外発的動機づけはその自己決定性の程度から外的，取り入れ，同一化，統合に区分され(図1-1，表1-1)，適切な働きかけによって，より自己決定性の程度の高い動機づけが形成されることが想定されているのである。そして、心理的欲求は動機づけスタイルに影響を及ぼし、動機づけスタイルが結果要因に影響を及ぼすことが仮定されている。
達成目標理論とは、目標理論の一つであり、例えば「ピアノ曲を暗譜する」といったような、何を目標と設定するかではなく、「なぜピアノ曲を暗譜したいのか、どうやってその課題にアプローチするのか」といった、目標の方向性に関心を持つ立場の理論である。目標の方向性は数多く存在するが、それらは大きく課題目標的方向づけと自我目標的方向づけに分類できる。課題目標的方向づけは、自分自身で設定した基準に基づいて課題に取り組んだり、知識や知見を獲得しようとしたりすることに焦点を当てる。それに対し、自我目標的方向づけは、相対的能力、つまり他者との比較による能力基準や、自分の演奏レベルの社会的な認知を得ようとするなど、どのように能力が評価されるかについて焦点を当てる。これら目標の方向付けを促進する集団の心理的風土は動機づけ雰囲気と仮定されている。
　藤田・杉原によるスポーツアスリートを対象とした研究の結果，「動機づけ雰囲気→心理的欲求→動機づけスタイル→運動参加」というモデルが示され(図1-2)，大学生活や大学卒業後の運動参加を促進する要因が高校時代の体育授業における内発的動機づけであったこと，その内発的動機づけを促進する要因が心理的欲求(自律性への欲求，有能さへの欲求，関係性への欲求)を媒介とする課題関与的雰囲気であったことが明らかになっている。

音楽の分野では，自己決定理論に基づく研究も少なく，藤田・杉原のように，達成目標理論と自己決定理論を統合したモデルを適用した研究は行われていない。
　そこで，音楽の分野においても，スポーツにおける研究を応用し，達成目標理論に基づく動機づけ雰囲気と，自己決定理論に基づく心理的欲求との関係を探り，心理的欲求と動機づけ調整との影響関係を明らかにすることによって，音楽活動継続意欲を説明することができるのではないかと考えた。
質問項目作成

「動機づけ雰囲気→心理的欲求→動機づけスタイル→活動参加」のモデルについての調査を行うために，音楽活動を対象にした尺度を作成する必要がある。そこで、藤田・杉原が使用した尺度のほかに、スポーツ、学習、友人関係を対象に作成された尺度を組み合わせ，音楽の演奏活動に当てはまるよう語句の修正を行うことで、質問項目を作成することにした。最終的に、動機付け雰囲気に関する項目34個(表2-7)，心理的欲求に関する項目17個(表2-8)，動機付けスタイルに関する項目47個(表2-9)を設定した。これらの全98項目の質問をランダムに入れ替え，各質問に対し7段階で評定させる音楽動機づけ尺度を開発した。それらの項目に活動の種目，活動継続年数を問う項目，現在の活動状況を問う項目を加え質問紙を作成した。
質問紙は、演奏活動経験のある大学生120名に配布した。そして，回答のあった80名を分析対象とした。本研究の分析は，検証的因子分析，パス解析によって行われた。
検証的因子分析とは、もともと因子を想定して作られた項目が想定通りに分類されるかどうかを確かめるもので、パス解析とは、因子同士の影響関係を探るものである。

結果

検証的因子分析の結果，動機づけ雰囲気としては，「この活動では、皆が協力し合って活動していた」などの項目からなる課題関与的雰囲気と、「指導者は、演奏者が失敗すると怒鳴り散らしていた」などの項目からなる自我関与的雰囲気の2因子が抽出された。心理的欲求としては、「そのときの自分は、音楽性には自信があった」などの項目からなる有能さへの欲求，「そのときの自分と、指導者とは、良い関係を保っていた」などの項目からなる関係性(指導者)への欲求，「そのときの自分と、活動を共にしている人たちとの結束は強い方だった」などの項目からなる関係性(仲間)への欲求の3因子が抽出された。動機づけスタイルとしては、「私が音楽をしていたその当時の理由は、苦手なことや弱点を克服して、パフォーマンスの向上を目指していきたかったから」などの項目からなる内発的動機づけ(向上心)，「私が音楽をしていたその当時の理由は、好奇心が満たされる活動だったから」などの項目からなる内発的動機づけ(充足感)，「私が音楽をしていたその当時の理由は、しなければならないようになっていたから」などの項目からなる取り入れ的調整スタイル，「私が音楽をしていたその当時の理由は、他の仲間との絆を深めていくことができていたから」などの項目からなる同一化的調整スタイルの4因子が抽出された。

動機づけ雰囲気から心理的欲求への影響関係をパス解析により分析したところ，課題関与的雰囲気から関係性(指導者)への欲求と関係性(仲間)への欲求に正の影響が示された。心理的欲求から動機づけスタイルへの影響関係をパス解析により分析したところ，有能さへの欲求から内発的動機づけ(向上心)，内発的動機づけ(充足感)に正の影響，関係性(指導者)への欲求から内発的動機づけ(充足感)に正の影響，関係性(仲間)への欲求から同一化的調整スタイルに正の影響が示された。動機づけスタイルから活動継続期間への影響関係をパス解析により分析したところ、内発的動機づけ(充足感)から正の影響と，同一化的調整スタイルから負の影響が示された。
考察

スポーツを対象とした藤田・杉原の研究では， 因子分析の結果，動機づけ雰囲気として課題関与的雰囲気，自我関与的雰囲気の2因子，心理的欲求として自律性への欲求，関係性への欲求(仲間)，関係性への欲求(コーチ)，有能さへの欲求の4因子，動機づけスタイルとして内発的動機づけ，同一化的調整スタイル，取り入れ的調整スタイル，外的調整スタイル，非動機づけの5因子が抽出された。

これに対し，演奏活動を対象とした本研究では，まず，心理的欲求として有能さへの欲求，関係性(指導者)への欲求，関係性(仲間)への欲求の3因子，動機づけスタイルとして内発的動機づけ(向上心)，内発的動機づけ(充足感)，取り入れ的調整スタイル，同一化的調整スタイルの4因子が抽出された。そして，課題関与的雰囲気から関係性(指導者)への欲求，関係性(仲間)への欲求への影響，有能さへの欲求から内発的動機づけ(向上心・充足感)への正の影響，関係性(指導者)への欲求から内発的動機づけ(充足感)への正の影響，関係性(仲間)への欲求から内発的動機づけ(充足感)，同一化的調整スタイルへの正の影響，内発的動機づけ(充足感)から活動継続期間への正の影響，同一化的調整スタイルから活動継続期間への負の影響が示された。

音楽演奏活動を対象とした本研究では，心理的欲求として自律性への欲求因子を抽出できなかった。これには，全体のサンプル数が少なかったことが大きく影響していると考えられる。また，スポーツや学習などの分野において使用された質問項目を援用したことから，スポーツや学習にはない，演奏活動が独自に必要とする自律性が求められる状況を見落とした可能性があること，また，回答者が自律性への欲求を想定した項目について，状況を想像しにくく，答えにくかったことが考えられる。動機づけスタイルとして外的調整スタイルと非動機づけが抽出されなかったことも，同じ理由が考えられる。

そして，スポーツを対象とした研究では，課題関与的雰囲気から有能さへの欲求に影響関係が示されたのに対し，本研究ではそのような関係が示されなかった。また，本来なら影響関係が想定される内発的動機づけ(向上心)から継続期間への正の影響が示されなかった。これには，自律性への欲求因子をうまく抽出できなかったことが影響している可能性が高い。しかしながら，スポーツと演奏活動では，影響関係に相違があることも否定できない。
動機づけ尺度から現在の活動状況と活動継続期間に与える影響を分析したところ，内発的動機づけ(充足感)からは活動継続期間に正の影響が，同一化的調整スタイルからは活動継続期間に負の影響が示された。内発的動機づけ(充足感)から活動継続に正の影響が示されたことから，活動継続を促すためには，内発的動機づけ，特に充足感に関する動機づけを高めることが重要だということが明らかになった。

内発的動機づけが活動の継続に影響を与えることは予測されていた通りの結果であったが，そのうち，内発的動機づけ(向上心)，つまりパフォーマンスの向上や知識・技能の向上よりも，内発的動機づけ(充足感)，つまり好奇心が満たされる，新しいことに挑戦する楽しみに動機づけられている方が，活動継続につながっているといえる。

また，同一化的調整スタイルから活動継続に負の影響が示されたことから，同一化的調整スタイルを高めることは，活動継続を妨げる危険をはらんでいると読み取れる。

今回の調査で同一化的調整スタイルとして残った良好な人間関係や絆は，音楽活動に限らずともさまざまな活動体験により築くことが可能である。そのため，音楽の満喫を重視した活動ではなく，仲間作りや絆を重視した活動の場合，学校の卒業などで活動のメンバーが変わることをきっかけとして，また，音楽以外の新たな活動との出会いをきっかけとして，容易に音楽活動を離脱する可能性があると考えられる。 
提言

音楽の活動継続を促すために，音楽活動の提供者は，内発的動機づけ(充足感)を高めること，そのための有能さへの欲求の充足を提供することに注目する必要があるといえる。

活動者が有能さへの欲求を充足できるために，つまり有能感を得るために，指導者は，活動者が現実的に達成可能な目標を設定し，達成感を積み重ね，効力感を持てるようになるような，課題解決ための方策(strategy)の教育が有効だと考える。例えば，O’neill & McPherson(2002)の提言には，1.目標の設定2.期待の伝達3.不安の低減などの方法が挙げられている。音楽的能力は，「才能」や「向き不向き」など，活動者のコントロール外の側面によって語られることが多い。したがって，失敗は能力欠如感と結びつきやすく，しかも，練習や努力では変えられないものと見なされやすい。そのため，音楽活動について有能感を得られないことは，活動者の意欲の低下に直結する問題であると考える。1.目標の設定，2.期待の伝達，3.不安の低減のような手立ては，習熟レベルの低い活動者に対しても達成感を味わわせたり奨励を与えたりする配慮である。よって，活動者が，活動に対する不安を低減し，課題の達成を活動者のコントロールによって解決できる問題として捉えることができるようになることに効果があると考える。指導者は，このような働きかけを行い，活動の継続を促進することが望まれる。

これまで，有能さへの欲求の充足の必要性を述べてきたが，関係性の欲求の充足も重要な側面である。しかし，今回の調査では、結果から見る限り、関係性への欲求の充足は同一化的調整スタイルとの関連も高い。
よって，音楽活動において関係性の充足を図るには，単なる「仲良し」であることを目的とし，音楽活動がその「仲良し」でいるための手段となっているような関係ではなく，活動者それぞれが主体的に音楽的価値を認め，その人間関係においてお互いに必要とし高め合うような自律的な関係を築く支援が必要だということになる。

Ryanによれば，他者からの承認や愛情が伴って起きるとき，それは真正な関係性ではなく，何らかの報酬として承認や愛情が与えられることによって，向社会的行動における自律性が奪われる可能性があるとされている。つまり，自分が傷つかないためにとか，社会的役割への期待などから他者とかかわことは，非自律的な関係性であり，それは同一化的調整につながりやすいと考える。Ryanのこの見解は，今回の調査結果と一致する。

よって，音楽活動において関係性が内発的動機づけにつながるためには，自律的な関係性を築くことが必要である。つまり，単に「仲良し」であることに依存する関係性の支援ではなく，活動者それぞれが主体的に音楽的価値を認め，その人間関係においてお互いに必要とし高め合うような関係性の支援が必要だと言える。

このことからも，指導者は，活動者に耳を傾け，期待し，支援することによって，活動者が主体的に活動できるよう手立てをとることが重要である。そういった働きかけによって，活動者の動機が，単なる仲間づくりにとどまらず，音楽活動の充実へ移行していくことにつながっていくと考える。

音楽演奏活動を対象とした質問項目の妥当性の検討や，サンプル数・項目数の考慮は今後の課題として，さらに音楽演奏活動の継続意欲を高める支援について研究していきたい。
